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される であろう か。 いや、 ここに こうして 鹿爪らしく 

控えて る 立派な 連中に も、 人中に もち 出せない 生活の 

暗い 隅 は あるに ちがいない。 誰 だって、 何処で どんな 

こと をす るか 分らない。 ただ、 こういう 立派な 紳士た 

ち は、 自分で 汚らわし いと 感ずる ような こと は、 出来 

て もしない かも 知れない。 だが 私 は、 自分で 汚らわし 

く 惨め だと 感ずる ような こと を、 平然と やつ ての けた _ 

これ は 一 体 どうした こと だ。 

こういう 事柄 は、 大勢の 宴会の 中な どで 考えるべき 

ことではなかった ろう。 然し 私 は 変に 執拗に あの 夜の 

幻影 を 追った。 声が かすれ 息が 濁って、 肥る ことが 荒 



様 印刷 を 眺めて いたが、 とっさに 尋ねた。 

「お父さん も 御存知の ことです かご 

猶予 を 与えない 鋭い 調子だった らしい。 だが 彼女 は 

高慢な 平静 さ を 失わな い で 答えた。 

「知らない ことにな つ て います ご 

その 明確な 答えが 私の 胸 を 刺して 〔# 「刺して」 は 底 

本で は 「刺して 匕、 私 を 非常に 惨めな 境地に つき 落した。 

私 は 反抗的に、 差 出されて る 彼女の 手 を 執った。 

夜の ことで、 一 つきり ない 二階の 室だった。 母の 死 

後、 書斎 を 母の 居室だった 階下に 移して、 後 を 客間と 

していた の だが、 めったに 客 もなかつ たし、 調度の 類 



にっき こむ ことになるから だった。 そして 僕 は 自分の 

云わば、 無 良心の 底が 知りたかった の だ ご この 言 

葉 は 彼の 憂欝の 原因 を 説明して くれる ようで ある。 

そして 憂欝な 気持で、 翌日 を 過し、 夕方 家に 戻って 

くると、 信 子から 手紙が 来て いた。 私 は それ を、 あれ 

からすぐ 名 古屋に 帰る とい つ ていた 浜 田 ゆき子からで 

も 来たよう な 気持で、 被いて みたの だが …… 。 

私 は 悲しい 心で- J の 手紙 を 書かなければ なリ ませ 

ん。 一日一夜、 考え 通して みました けれど、 や は 

り 一 切の こと を 申 上げた 方が よいと 思いまして、 

進まぬ ペン を 執りました。 御 許し 下さい。 私 はた 



い。 でも、 あなた は 屹度、 この 悲しみに 堪えて 下 

さいます わね。 どんな 悲しみに も 堪えて 下さい ま 

すわね。 私 は あなたの 男と しての 力 を 信じます。 

私 を 愛して 下さいますならば、 この 私の 確信 を 裏 

切らないで 下さい ませ。 私 はたと え 泣きましても 

あなた は 泣かないで 下さいます わね。 (中略。 こ 

こに 彼女 は、 人生 はくいち がった 歯車の ような も 

の だと か、 悲しみ を ふみく だいて ゆく のが 生きる 

途だ とか、 自分 は 過去に そうした 途を迪 つたが、 

今 はた だ 一条の 光 を 見つめて 生きて いると か、 そ 

んな こと を 書いて いた。) あなた は 今、 いろいろな 



意味で、 試練の 時期に さしかかって いらっしゃる 

と 思います の。 そして 力強い 輝かしい 未来の ため、 

只今の 試練に 御 堪えに ならなければ なりません。 

そうした あなた を 私 は 信じて おります の。 私 は あ 

なた の 愛 を 御 受けす る ことが 出来ない ながら も、 

あなたの よきお 友 だち になりたい というの が、 心 

の 願いで ございます。 御 許し 下さいましょう か。 

(後略。 ここに は、 あの 時の 約束 を 守って 債券 を 

最もよ く 役立てて ほしいとの 意味が 述べ てあつ 

た。) 

憂欝な 打 沈んだ 私の 気持 は、 この 手紙に よって、 ど 



る。 彼が 事務 を投リ 出して 窓から 外 を 眺めて いると、 

社長から 呼ばれた。 この頃 欠勤が ち だし、 事務 もろく 

に 手に つかぬ らしい が、 どうした のか、 と 尋ねられた。 

彼 は まじめくさ つ て、 考えて る ことがある からと 答え、 

職を罷 める か罷 めない か は 自分の 自由 だが、 罷めさせ 

るか 罷めさせ ないか は 社長の 自由 だと 云った。 それ か 

らは、 社長 は ひどく 冷淡に なり、 彼の 方 を 見向き もし 

なくなった。 また 或る時、 会社の 方へ、 古賀 に関する 

債権者が やって来 たので、 月末に は 全部 始末す ると 

云って、 その 月末と いう 言葉 だけ を 何度も 繰返して い 

ると、 債 ft 者 は そのまま 帰って 行った。 また 彼 は、 す 



ばらしい 洋服 を 一 着掊 えようと 考え、 その 服地 や 縞柄 

から、 帽子、 ネクタイ、 靴な どの ことまで、 こまかく 

想像して みた。 そういう ことが、 淡々 と 述べられ てい 

て、 最後に、 調子が 一変して、 少し 以前の ことで あろ 

うが、 社長 依田 賢 造の 弟が ロンドン の 銀行に 赴任す る 

折、 東京 駅で 彼が 見送 人 受付係の 一 人と なった 時の こ 

とが、 回想され ている。 その 記述 を迪 ろう。 

名剌受 〔# 「名刺 受」 は 底本で は 「名 剌受匕 をのせ た 粗 

末な 小 卓の 前に 立って いると、 多くの 紳士 淑女た ちが、 

名剌を 〔# 「名刺 を」 は 底本で は 「名 剌を匕 差 出して 丁寧 

にお 辞儀 をして いった。 名剌を 〔# 「名刺 を」 は 底本で 



は 「名 剌を匕 忘れて、 名前 を 告げながら、 顔 を 赤らめて 

恐縮して る 者 もあった。 私 は 自分で も 意外な 或る 傲然 

たる 気位で、 反身に なって 彼等に 接した。 発車 五分 前 

に、 名刺の 〔# 「名刺の」 は 底本で は 「名刺の 匕 整理 を 他 

の 人に 頼んで、 私 はフォ ー ムへ はいって いった。 わざ 

と ゆつ くりと 歩いて や つ た。 車窓から 頭 を 出して る 依 

田の 弟 を 中心に、 大勢の 見送 人た ち は 円陣 をつ くって 

いた。 すぐに 汽車が 動き 出して、 万才の 叫びが 起った。 

その 声が 消え、 汽車が 遠ざかる と、 今迄 一 つの 気分に 

まとまつ ていた 群集 は、 個人に 分解され て、 もう 各自 

に 他の こと を 考えて いた。 私 は その 中で、 俄に 淋しく 



松 浦と 二人で 印刷所 を やりながら、 或る 計画 を 立てて 

いますが、 いずれ あなたに も 御 力添え を 願う ことにな 

るか も 知れません。 そのうちに、 松 浦 を 御 紹介し ま 

しょう。 屹度 あなたと 気が合い ますよ。 滑稽な ことに 

は、 抜 目の ない 男です が、 私が 会社から 退職 手当 を 貰つ 

ていない ことに は 気付いて いないん です。 私 も 隠して 

います。 知ったら、 取りに 行けと 云い 出す にき まって 

います からね ご 

村 尾 は 〔# 「 村 尾 は」 は 底本で は 「村 尾 は 匕 ずるそう 

に 笑った。 その 笑いが 如何にも 朗 かだった ので、 島 村 

は それによ つて 彼の 生活 を 想像し、 あの 手記の こと を 



底本： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第三 巻 (小説 m)」 未来 社 

1966 (昭和^) 年 8 月^日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「中央 公論」 

1934 (昭和 9) 年 7 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 o o 8 年 5 月 9 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



